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【公開番号】特開2016-202951(P2016-202951A)
【公開日】平成28年12月8日(2016.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-067
【出願番号】特願2016-154929(P2016-154929)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月8日(2017.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　前記有利状態に制御するか否かと、前記有利状態として、第１有利状態と、該第１有利
状態とは遊技者にとっての有利度が異なる第２有利状態とを含む複数種類の有利状態のう
ちいずれに制御するかとを決定する決定手段と、
　前記決定手段の決定結果にもとづいて、予め定められた順番に従って１段階目の演出か
ら複数段階目の演出までの複数の演出を段階的に行う予告演出であって、前記有利状態に
制御される場合は該有利状態に制御されない場合よりも高い割合で予め定められた段階目
の演出まで演出が行われるステップアップ予告演出を決定する予告演出決定手段と、
　前記予告演出決定手段により決定された前記ステップアップ予告演出を実行する予告演
出実行手段と、
　可変表示が開始されてから表示結果が導出されるまでに一旦仮停止態様を仮停止させた
後、可変表示を再度実行する再可変表示を所定回実行する再可変表示手段とを備え、
　前記ステップアップ予告演出が実行されるときには、前記決定手段により前記第１有利
状態に制御すると決定された場合と前記第２有利状態に制御すると決定された場合とで、
前記複数の演出のうちいずれの段階目の演出まで演出が行われるかの割合が異なり、
　前記予告演出決定手段は、
　前記ステップアップ予告演出として、該ステップアップ予告演出において行われる複数
の演出の態様が第１の態様である第１ステップアップ予告演出を決定する第１ステップア
ップ予告演出決定手段と、
　前記ステップアップ予告演出として、該ステップアップ予告演出において行われる複数
の演出の態様が前記第１の態様と異なる第２の態様である第２ステップアップ予告演出を
決定する第２ステップアップ予告演出決定手段とを含み、
　前記予告演出実行手段は、
　前記第１ステップアップ予告演出決定手段により前記第１ステップアップ予告演出が決
定され、かつ、前記第２ステップアップ予告演出決定手段により前記第２ステップアップ
予告演出が決定されたときに、前記第１ステップアップ予告演出と前記第２ステップアッ
プ予告演出とを可変表示中の同一期間に同時に実行可能であり、
　複数の演出手段を用いて前記第１ステップアップ予告演出と前記第２ステップアップ予
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告演出とを実行可能であり、
　少なくとも前記第１ステップアップ予告演出を、前記再可変表示手段により実行される
再可変表示の各々において実行可能であり、
　前記第１ステップアップ予告演出決定手段は、前記再可変表示手段により実行される再
可変表示の各々において前記第１ステップアップ予告演出が実行される場合に、該再可変
表示の各々において実行される前記第１ステップアップ予告演出の前記第１の態様を、可
変表示が開始されるときに決定する、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、パチンコ遊技機等の遊技機に係り、詳しくは、可変表示を行い、遊技者にと
って有利な有利状態に制御可能な遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（１）上記目的を達成するため、本願の請求項に係る遊技機は、可変表示を行い、遊技
者にとって有利な有利状態（例えば大当り状態など）に制御可能な遊技機（例えばパチン
コ遊技機１など）であって、前記有利状態に制御するか否かと、前記有利状態として、第
１有利状態と、該第１有利状態とは遊技者にとっての有利度が異なる第２有利状態とを含
む複数種類の有利状態のうちいずれに制御するかとを決定する決定手段（例えばＣＰＵ１
０３がステップＳ２５３の処理を実行する部分など）と、前記決定手段の決定結果にもと
づいて、予め定められた順番に従って１段階目の演出から複数段階目の演出までの複数の
演出を段階的に行う予告演出であって、前記有利状態に制御される場合は該有利状態に制
御されない場合よりも高い割合で予め定められた段階目の演出まで演出が行われるステッ
プアップ予告演出を決定する予告演出決定手段（例えば演出制御用マイクロコンピュータ
１２０のＣＰＵ２３１がステップＳ５４５の予告演出設定処理を実行する部分など）と、
前記予告演出決定手段により決定された前記ステップアップ予告演出を実行する予告演出
実行手段（例えばＣＰＵ２３１がステップＳ５６５の処理を実行する部分など）と、可変
表示が開始されてから表示結果が導出されるまでに一旦仮停止態様を仮停止させた後、可
変表示を再度実行する再可変表示を所定回実行する再可変表示手段とを備え、前記ステッ
プアップ予告演出が実行されるときには、前記決定手段により前記第１有利状態に制御す
ると決定された場合と前記第２有利状態に制御すると決定された場合とで、前記複数の演
出のうちいずれの段階目の演出まで演出が行われるかの割合が異なり（例えば図３２およ
び図３５を参照）、前記予告演出決定手段は、前記ステップアップ予告演出として、該ス
テップアップ予告演出において行われる複数の演出の態様が第１の態様である第１ステッ
プアップ予告演出（例えば表示系予告ＣＡＹ１の表示系予告パターン種別に含まれる予告
演出など）を決定する第１ステップアップ予告演出決定手段（例えばＣＰＵ２３１がステ
ップＳ７２７の処理を実行する部分など）と、前記ステップアップ予告演出として、該ス
テップアップ予告演出において行われる複数の演出の態様が前記第１の態様と異なる第２
の態様である第２ステップアップ予告演出（例えば部材系予告パターンによる予告演出な
ど）を決定する第２ステップアップ予告演出決定手段（例えばＣＰＵ２３１がステップＳ
７３０の処理を実行する部分など）とを含み、前記予告演出実行手段は、前記第１ステッ
プアップ予告演出決定手段により前記第１ステップアップ予告演出が決定され、かつ、前
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記第２ステップアップ予告演出決定手段により前記第２ステップアップ予告演出が決定さ
れたときに、前記第１ステップアップ予告演出と前記第２ステップアップ予告演出とを可
変表示中の同一期間に同時に実行可能であり（例えばＣＰＵ２３１が、ステップＳ７２７
にて表示系予告パターンＹＡＰ１－１～表示系予告パターンＹＡＰ１－１０のいずれかに
決定した後、ステップＳ７３０にて部材系予告パターンＹＢＰ１－１～部材系予告パター
ンＹＢＰ１－１０のいずれかに決定したときに、ステップＳ５４６にて決定した演出制御
パターンに基づきステップＳ５６５の処理を実行する部分など）、複数の演出手段を用い
て前記第１ステップアップ予告演出と前記第２ステップアップ予告演出とを実行可能であ
り、少なくとも前記第１ステップアップ予告演出を、前記再可変表示手段により実行され
る再可変表示の各々において実行可能であり、前記第１ステップアップ予告演出決定手段
は、前記再可変表示手段により実行される再可変表示の各々において前記第１ステップア
ップ予告演出が実行される場合に、該再可変表示の各々において実行される前記第１ステ
ップアップ予告演出の前記第１の態様を、可変表示が開始されるときに決定する。
　このような構成によれば、第１ステップアップ予告演出と第２ステップアップ予告演出
とを可変表示中の同一期間に同時に実行可能とすることで、多種多様な演出動作を実行し
て、遊技の興趣を向上させることができる。
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